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田んぼの学校 in 白川中流域
　田んぼの学校 in 白川中流域を、10月14日に実施
しました。町内外から98人が参加し、６月に植えた
稲の収穫を体験。稲刈りの後には、米のつかみ取りや、
昔の農機具体験も行いました。
　地元農家による機械での稲刈りの実演も行われ、参
加した子どもたちは「自分たちが植えたお米が育って
うれしかった」「機械で刈るのは早くてびっくりした。
昔はこんな風に手で刈っていたと思うと驚いた」と話
しました。

秋の実りを体感

おいしいお米がいっぱい取れたよ！

　菊陽町図書館ホール芸術文化公演「ブラックボトム
ブラスバンド（BBBB）帰ってきたワッショイライブ」
が10月９日、同ホールで開催されました。
　公演では、BBBBが繰り広げる音楽の魅力満載の迫
力ある演奏が繰り広げられました。メンバーの楽しい
トークを織り交ぜたアットホームな構成で、会場は終
始和やかな雰囲気に。アンコールでは60人の一般参
加者がメンバーと共演するなど、会場が一体になった
笑顔溢れるライブとなりました。

笑顔あふれる“ワッショイライブ”
菊陽町図書館ホール芸術文化公演

音楽の魅力満載！　迫力満点のBBBBライブ

郷土料理「あんもちだご汁」作り
　地産地消郷土料理学習会が10月３日～６日、菊陽
中学校で開催され、菊陽中学校２年生164人が郷土料
理「あんもちだご汁」の作り方を学びました。
　講師は菊陽町生活研究グループ員10人。菊陽産の
野菜をたくさん使ったあんもちだご汁を知らなかった
生徒も多く、昔と今の食の違いや郷土料理について質
問する姿が見られました。参加した生徒は「ふかした
芋と黒砂糖で作ったあんの甘さとみそ汁の組み合わせ
が合っていておいしい」と笑顔で話しました。

食文化の継承

あんもちだご汁を作る生徒と講師

　西校区民体育祭が10月８日、菊陽西小学校運動場
で行われ、地域住民約1300人が秋空の下、爽やかな
汗を流しました。
　綱引きや地区対抗リレーなどのほかに、水消火器を
使って的を倒す消火器取扱訓練競技が新たに加わり全
12種目を実施。主催者で北新山区長の葊
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は「競技種目を追加したことで時間の遅れも心配しま
したが、皆さんの協力のおかげでスムーズに進行し、
地域の交流が深められました」と笑顔で話しました。

スポーツの秋
第28回西校区民体育祭

協力して精一杯綱を引きました

　菊陽町介護福祉・健康フェアを10月21日、菊陽町
図書館ホールで開催しました。
　生涯にわたる健康の保持・増進や高齢者福祉の充実
をテーマに、血圧測定や体組成測定、歯科健診など
の各種体験コーナー、講演会を実施。約100人が参加
し、健康状態や今後の暮らしについて考える機会とな
りました。
　講演では、「在宅での看取り」をテーマに熊本保健
科学大学教授の竹

たけ
熊
くま
千
ち
晶
あき
先生が講演。九州地方で広く

使われる方言「のさり」の意味や、認定ホームホスピ
ス「われもこう」での活動紹介などがありました。
　参加者からは、「普段は敬遠しがちな死や、看取り
について考えるきっかけになりました。希望通りに自
分らしい最期を迎えられるよう、今から自分の死に向
き合い、今後の生活や周囲との繋がりを大事にしたい
です」「看取りは、病院や施設で職員がするものだと
いう認識が変わりました。自分のことはもちろん、両
親のこともしっかり考えたいです」などの感想があり
ました。

菊陽町介護福祉・健康フェア
「自分らしい人生の最期」を考える
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1竹熊先生による講演に参加
者は熱心に聞き入りました
2会場では健康相談を実施
3体操をする参加者
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　菊陽町子ども会ドッヂビー大会が10月22日、菊陽
西小学校体育館で開催されました。ドッヂビーとは、
柔らかいフリスビーのようなディスクを使ったドッヂ
ボール形式のスポーツ。Ａパート（低学年）７チーム、
Ｂパート（全学年）11チームが出場し、熱戦を繰り広
げました。どのチームも一丸となって練習の成果を
十二分に発揮し、訪れた多くの保護者から盛んな声援
が送られました。Ａパート優勝チームのキャプテン安

あ

部
べ
遥
はる
紀
き
さんは「２連覇できてすごくうれしいです。来

年も優勝します」と喜びを表しました。

Ａパート（低学年）
　優　勝　Sunny’s（緑陽台）
　準優勝　にじの森Ｄ（にじの森）
　第３位　緑ヶ丘Ａ（緑ヶ丘）
Ｂパート（全学年）
　優　勝　Green’s（緑陽台）
　準優勝　下原ブルーム（下原）
　第３位　にじの森Ｂ（にじの森）

菊陽町子ども会ドッヂビー大会
力を合わせて元気にプレー

Ａパート優勝　Sunny’s

Ｂパート優勝　Green’s
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　菊陽町読書感想画コンクールも28回目を迎え、今
年度は約4,300点の作品の中から、審査の結果、30
点の特選作品が選ばれました。作品は町内の小・中学
校８校の児童・生徒が夏休みの課題や授業で制作。ど
の作品も見るだけで本の内容が思い起こされるほど生
き生きと描かれていました。
　受賞作品は12月６日㈬～18日㈪の間、菊陽町図書
館ロビーに展示しますので、ぜひご覧ください。

第28回菊陽町読書感想画コンクール
本の世界で得た感動を表現

〇受賞者一覧（敬称略）
学年 氏名 学校名 学年 氏名 学校名 学年 氏名 学校名

小１

大
おお
久
く
保
ぼ
有
ゆう
陽
と 菊陽中部小学校

小４
鈴
すず
木
き
　柊
しゅうすけ
祐 菊陽南小学校

中１

鍋
なべ
島
しま
萌
も
々
も
子
こ 菊陽中学校

藤
ふじ
澤
さわ
　優
ゆう
成
せい 菊陽中部小学校 戸

と
髙
だか
　心

み
咲
さき 武蔵ヶ丘小学校 髙

たか
島
しま
　佳

か
月
づき 武蔵ヶ丘中学校

本
ほん
﨑
ざき
　正
まさ
人
と 菊陽南小学校 白

しら
男
お
川
がわ
優
ゆ
羽
う 菊陽西小学校 萩

はぎ
原
わら
ゆいな 武蔵ヶ丘中学校

中
なか
溝
みぞ
　文
ふみ
嘉
か 菊陽西小学校

小５

吉
よし
川
かわ
　琉

る
希
の 菊陽中部小学校 牧

まき
原
はら
　圭
けい
佑
すけ 武蔵ヶ丘中学校

小 2
髙
たか
野
の
　由

ゆ
奈
な 菊陽中部小学校 鍋

なべ
島
しま
　功
こう
樹
き 武蔵ヶ丘小学校

中２
福
ふく
冨
どみ
　心

こ
春
はる 菊陽中学校

三
み
城
しろ
　　葵

あおい 菊陽中部小学校 中
なか
尾
お
　心
ここ
笑
え 菊陽西小学校 上

うえ
農
の
　咲
さく
良
ら 武蔵ヶ丘中学校

板
いた
楠
ぐす
　　碧

あおい 菊陽北小学校 剛
ごう
　　浩

こう
毅
き 武蔵ヶ丘北小学校 釜

かま
　　朱

あか
里
り 武蔵ヶ丘中学校

小 3
島
しま
岡
おか
　　光

ひかる 武蔵ヶ丘小学校
小６

清
きよ
澤
ざわ
　映

え
麻
ま 菊陽北小学校

中３
塚
つか
田
だ
日
ひ
南
な
子
こ 菊陽中学校

枡
ます
﨑
さき
　拓
たく
己
み 菊陽西小学校 工

く
藤
どう
　沙

さ
弥
や 菊陽西小学校 寺

てら
本
もと
　彩
あや
乃
の 菊陽中学校

濱
はま
岡
おか
　亮
りょうせい
晴 武蔵ヶ丘北小学校 日

ひ
髙
だか
　帆

ほ
南
なみ 武蔵ヶ丘北小学校 金

かね
重
しげ
　里

り
菜
な 武蔵ヶ丘中学校

枡﨑　拓己（菊陽西小３年）
書名「ザバジャバジャングル」
絵の題名「ふしぎなジャングル」

福冨　心春（菊陽中２年）
書名「賢者の石、売ります」
絵の題名「光り輝く夜空に」

県立技術短期大学校開校20周年記念式典
　県立技術短期大学校の開校20周年記念式典が、10
月21日に同校の講堂で開催されました。
　式典には、学生や関係者など約300人が出席。実践
技術者の養成を行ってきた20年間の振り返りと、未
来に向けた決意表明などが行われました。
　里

さと
中
なか
忍
しのぶ
校長は、式辞の中で「いつの時代でも、どん

な場面でも対応できる確かな基礎力と応用力を兼ねた
人材育成を行い、熊本県の一層の発展に貢献する」と
話しました。

技術者養成で県の発展に貢献

同校が目指す人材育成について話す里中忍校長

　菊陽町シルバー人材センター会員・職員など約
100人による清掃活動が10月21日、役場周辺で行わ
れました。これは、シルバー事業の社会的意義を宣
伝・周知するとともに、菊陽町への貢献を目的として
行う活動の一環です。
　今年は、公共施設周辺道路と中学校通学路のごみ拾
いや除草、プール周りの剪

せん
定
てい
を実施。参加した会員か

らは「地域の役に立ててうれしいです。次回もぜひ参
加したいです」との声がありました。

地域を美しく
菊陽町シルバー人材センター会員が清掃活動

地域を美しく保ちましょう

第28回働く婦人の家講座発表会
　第28回働く婦人の家講座発表会を、10月28日・
29日に三里木町民センターで開催しました。約400
人の参加者で会場は賑わい、子どもダンスや社交ダン
ス、英語劇の発表など笑いあるステージ発表が行われ
ました。展示発表の部では、絵手紙、キッズ服、手編
み、ペン習字、手描き友禅など熱のこもった作品が勢
ぞろい。トールペイントを体験した女の子は、「ちょっ
と難しかったけど楽しかった。かわいいものが作れて
うれしい」と話しました。

練習の集大成

和やかな雰囲気の社交ダンス

　菊陽町と屋久島町は11月11日、災害時の相互応援
に関する協定を締結しました。大規模な災害が発生し
た場合にすぐに対応ができるように、物資や職員によ
る応援を行うことを事前に確認しておくものです。
　屋久島町とは姉妹都市であり、災害時には被害が及
ばない遠方からの支援が重要であることと、本町の熊
本地震の経験、屋久島町の口永良部島の噴火の経験か
ら協定を結びました。この協定により、災害発生時の
早期復旧・復興が期待されます。

姉妹都市との絆をさらに深く
屋久島町と災害時相互応援協定を締結

協定書を持つ後藤町長と荒木耕治屋久島町長

誘致企業２社がブライト企業に認定
働く人たちが輝く企業へ

　ブライト企業認定証交付式が10月２日、くまもと
県民交流館パレアで行われ、株式会社マルハニチロ九
州と株式会社熊本ニチアスが「ブライト企業」に認定
されました。ブライト企業とは、働く人が生き生きと
輝き、安心して働き続けられる企業を熊本県が認定す
るものです。

　「ブライト企業」認定企業
○株式会社マルハニチロ九州
　㈱マルハニチロ九州は、市販用及び業務用揚げ物や
麺類の冷凍食品、缶詰製品など、バラエティに富んだ
さまざまなジャンルの食品を製造する企業です。マル
ハニチログループの西日本生産拠点の要となっていま
す。
○株式会社熊本ニチアス
　㈱熊本ニチアスは、ニチアスグループの九州地区製
造拠点として設立され、主にふっ素樹脂の機械加工、
溶接などの技術を生かして半導体産業向けのふっ素樹
脂加工品を製造しています。

小野泰輔副知事（左）と㈱マルハニチロ九州の飽本裕二社長（右）

小野泰輔副知事（左）と㈱熊本ニチアスの竹中浩二社長（右）
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